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要 旨  

 

非アルコール性脂肪性肝疾患(NAFLD)は、現在、米国で最も多い慢性肝疾患であり、米国

人の 4人に 1人が罹患していると言われている。非アルコール性脂肪性肝疾患（NAFLD）

は、最小限の炎症を伴う肝脂肪症を特徴とする単純性脂肪症と、小葉状の炎症を伴う肝脂

肪症と、洞周囲の線維化を伴うか伴わないバルーン化を特徴とする非アルコール性脂肪

性肝炎（NASH）を含む一連の疾患である。NASH は、進行性の線維化を引き起こす可能性

があるため、NASH、特に肝線維症の患者は、脂肪沈着のみの患者と比較して、肝臓および

心血管関連の転帰のリスクが高くなる。NASH と肝線維症に対する新しい治療法が登場し

ているため、今まで以上に、治療の候補となりうる病状が進行した個人を見極めることが

重要になっている。NASH と肝線維症を正確に診断し、リスクを層別化し、モニタリング

するための非侵襲的な方法が切実に求められている。さらに、末期肝疾患や肝がんの発症

など、臨床的に重要なアウトカムを得るには何年もかかるため、潜在的な治療法を特定し

評価するためには、信頼性の高いアウトカム指標の代用マーカーが必要である。この総説

では、NASHと線維化の両方を非侵襲的に診断し、モニターする方法について述べている。 

 


